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世
界
病
者
の
日　

２
月
11
日

　

病
者
が
ふ
さ
わ
し
い
援
助
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま

た
苦
し
ん
で
い
る
人
が
自
ら
の
苦
し
み
の
意
味
を
受
け
止

め
て
い
く
た
め
の
必
要
な
助
け
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
カ

ト
リ
ッ
ク
の
医
療
関
係
者
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
広

く
社
会
一
般
に
訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

四
旬
節
愛
の
献
金

　
「
愛
の
献
金
」
は
、
カ
リ
タ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
を
通
し

て
海
外
諸
国
と
日
本
各
地
に
送
ら
れ
、
難
民
や
孤
児
、

そ
し
て
、
貧
困
、
失
業
、
飢
餓
な
ど
に
苦
し
む
多
く

の
人
々
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
に
、
ま
た
彼
ら
の
自

立
を
助
け
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

�

ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル

「
夜
空
に
輝
く
星
へ
」大

勢
の
ベ
ト
ナ

ム
の
若
い
人
た
ち

に
よ
る
ク
リ
ス
マ

ス
キ
ャ
ロ
ル
の
集

い
が
、
昨
年
の
12

月
22
日
に
南
山
教

会
（
名
古
屋
市
昭

和
区
）
聖
堂
で
約

700
人
の
参
加
の
も

と
盛
大
に
開
か
れ

た
。
も
と
も
と
南

山
教
会
で
は
毎
月

第
４
日
曜
日
の
午

後
に
ベ
ト
ナ
ム

語
の
ミ
サ
が
あ

り
、
今
回
は
そ
れ

を
前
後
し
て
行
わ

れ
た
。
集
い
開
始

の
一
時
間
程
前
か

ら
練
習
の
た
め
、

色
と
り
ど
り
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
や
民

族
衣
装
を
身
に
ま

と
っ
た
若
者
た
ち

が
徐
々
に
集
ま
っ

て
来
て
、
始
ま
る

頃
に
は
広
い
聖
堂

が
一
杯
に
な
っ

た
。松

浦
悟
郎
司
教

の
呼
び
か
け
に
よ

り
こ
の
会
を
企
画

し
た
グ
ェ
ン 

タ

ン 

ヒ
神
父
（
南
山
教

会
）
は
、「
名
古
屋
教

区
の
ほ
と
ん
ど
の
小

教
区
に
は
ベ
ト
ナ
ム

人
の
グ
ル
ー
プ
が
あ

り
、
そ
の
大
部
分
は
若

い
人
々
で
あ
る
。
彼

ら
は
当
然
、
名
古
屋

教
区
の
青
年
会
に
属

す
る
わ
け
で
、
彼
ら

も
交
流
を
持
っ
て
一

緒
に
活
動
で
き
る
よ

う
に
と
、
教
区
の
青

年
会
に
も
声
を
掛
け

た
」
と
経
緯
を
話
し

た
。
こ
の
集
い
に
は
松

浦
司
教
も
招
待
さ
れ

「
皆
さ
ん
は
名
古
屋
教

区
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

教
区
は
元
気
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
！
」
と
、
と
き
お
り
、
ベ

ト
ナ
ム
語
も
交
え
な
が
ら
激

励
し
た
。
タ
レ
ン
ト
顔
負
け

の
男
女
2
人
の
司
会
者
が
、

ベ
ト
ナ
ム
語
と
日
本
語
で
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
た
。

各
小
教
区
か
ら
ク
リ
ス
マ

ス
聖
歌
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

グ
、
ダ
ン
ス
、
独
唱
な
ど
が

に
ぎ
や
か
に
披
露
さ
れ
、
そ

の
度
ご
と
に
出
演
者
に
は
聖

堂
が
割
れ
ん
ば
か
り
の
声
援

が
送
ら
れ
た
。
出
演
者
と
観

客
は
一
体
に
な
っ
て
ク
リ
ス

マ
ス
を
迎
え
る
喜
び
を
表
し

て
い
た
。
平
針
教
会
は
ベ
ト

ナ
ム
グ
ル
ー
プ
と
教
区
青
年

会
バ
ン
ド
の
コ
ラ
ボ
で
、
そ

こ
に
松
浦
司
教
も
加
わ
っ
て

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
披
露

し
た
。
最
後
は
キ
リ
ス
ト
の

降
誕
劇
が
演
じ
ら
れ
、
ク
リ

ス
マ
ス
を
迎
え
る
の
に
ふ
さ

わ
し
い
雰
囲
気
の
中
で
締
め

く
く
ら
れ
た
。

こ
の
後
、
ベ
ト
ナ
ム
語
に

よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
サ
へ
と

続
い
た
。
ヒ
神
父
は
説
教
の

中
で
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
の
夜
空
で
見
た
星
に
つ
い

て
話
さ
れ
、「
私
た
ち
は
暗

闇
に
い
る
時
、
近
く
に
あ
る

も
の
を
見
よ
う
と
し
て
も
何

も
見
え
な
い
し
、
分
か
ら
な

い
。
し
か
し
遠
く
輝
く
星
を

見
て
い
る
と
分
か
っ
て
く
る

も
の
が
あ
る
。
マ
リ
ア
と
ヨ

ゼ
フ
は
そ
れ
を
信
仰
の
目
で

見
て
神
を
信
じ
た
。
私
た
ち

は
言
葉
や
文
化
が
違
っ
て
い

て
も
、
イ
エ
ス
様
を
中
心
に

し
て
繋
が
っ
て
い
る
。
信
仰

の
目
で
見
て
、
分
か
ち
合
っ

て
い
こ
う
」
と
語
っ
た
。

Chương trình Hoan Ca Giáng Sinh với chủ đề:  
“Theo Ánh Sao Đêm”

  Vào ngày 22 tháng 12 năm 2019, Giới trẻ Việt Nam thuộc giáo phận 
Nagoya đã nhiệt liệt tổ chức chương trình Hoan Ca Giáng Sinh tại thánh 
đường giáo xứ Nanzan (Showa-ku, Nagoya). Tràn ngập nơi đây là những tà 
áo dài truyền thống thướt tha, cùng những bộ trang phục thắm tươi, rực rỡ 
đầy sắc màu cá tính của Giới trẻ.
   Chương trình được khởi xướng bởi Cha Giuse Nguyễn Thành Hy - Phó 
giáo xứ Nanzan (Linh mục dòng truyền giáo Ngôi Lời). Theo như Ngài đã 
cho biết: “Trong giáo phận Nagoya của chúng ta, có các cộng đoàn người 
Việt đang tham gia sinh hoạt cũng như cùng tham dự chung một chương 
trình thánh lễ tại giáo xứ, và đa số các bạn đang thuộc lứa tuổi của giới trẻ 
công giáo. Các bạn đến Nhật làm việc, hơn nữa lại sinh sống tại giáo phận 
này, thì chắc chắn một điều rằng mỗi một người trong các bạn đương nhiên 
sẽ được mặc định là thành viên của giới trẻ giáo phận, vậy nên chúng ta hãy 
cùng giao lưu, học hỏi và chia sẻ đức tin của giới trẻ công giáo Nhật - Việt, 
đây là điều tất yếu nên được thực hiện.”.

  Đức Cha Micae Matsuura Goro - Giám mục giáo phận Nagoya cũng đã 
đến tham dự chương trình Hoan Ca Giáng Sinh này, Ngài đã phát biểu bằng 
tiếng Việt một cách hóm hỉnh rằng: “Tất cả các con là thành viên của giáo 
phận Nagoya. Nhờ vào đức tin và nhiệt huyết của các con mà giáo phận 
Nagoya của chúng ta đây cũng đang trở nên sống động hơn. Từ nay về sau 
chúng ta cũng sẽ luôn cùng đồng hành với nhau nhé!”.
  Giới trẻ Nhật và Việt đã cùng giao lưu mật thiết với nhau qua các tiết mục 
hát Solo thánh ca, và các vũ điệu Giáng Sinh rất tuyệt vời. Bên cạnh đó, hai 
bạn dẫn chương trình là Tập (Bạn nam) và Tiên (Bạn nữ) cũng đã làm sôi 
động chương trình, mang đến cho cả thánh đường một bầu không khí tràn 
ngập niềm vui và hạnh phúc của mùa Giáng Sinh an lành.
  Trước khi bước vào thánh lễ, chương trình hoan ca của chúng ta đã kết 
thúc với tiết mục diễn nguyện “Chúa Hài Đồng Giáng Sinh” mang đậm chất 
truyền giáo về đức tin công giáo. Hơn thế nữa, trong thánh lễ Cha Hy đã 
giảng về kinh nghiệm truyền giáo khi Ngài đang ngắm nhìn chòm sao Nam 

Thập Tự trong đêm tối mịt mù ở đất nước Papua New Guinea: 
“Có những lúc không chừng, khi chúng ta bị chìm ngập trong 
bóng tối, thật khó khăn để tìm biết những chuyện gì đang xảy ra 
quanh ta, cho dù chúng ta có cố tìm cách nào đi chăng nữa, có 
lẽ cũng sẽ không thể nào tìm thấy được gì cả, vì chính chúng ta 
đang bị bóng đêm tối tăm đó bao phủ đi mất rồi. Chi bằng hãy 
nhìn xa hơn cao hơn ra ngoài khỏi bóng đêm, để tìm kiếm một vì 
sao đang thực sự toả sáng cho chúng ta và vì chúng ta, chính lúc 
đó chúng ta sẽ tìm được chân lý thực sự trong từng cuộc khổ nạn 
của mình. Giới trẻ Nhật và Việt tuy khác nhau về văn hoá truyền 
thống, ngôn ngữ cũng như cách suy nghĩ nhưng khi chúng ta nhìn 
về Thiên Chúa, chúng ta sẽ thấy nơi Ngài - Nơi mà tất cả chúng 
ta đều là con cái của Ngài, nơi mà tất cả chúng ta đều là anh em, 
bằng hữu của nhau trong tình yêu của Thiên Chúa”.

上文の日本語記事のベトナム語訳です。



	 ２ ０ 20  年 2 月 2 日（日曜日）	 名古屋教区ニュース	 （ 3 9 8 号）� （ 2 ）

す
べ
て
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
、　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
よ
り
よ
い
未
来
を
ひ
ら
く
た
め

第
13
回
ク
リ
ス
マ
ス
・
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
美
し
い
オ
ル
ガ
ン
演
奏
と
コ
ー
ラ
ス
で

�

ご
降
誕
を
喜
び
祝
う
　

皆で歌おう！

� 音楽のアドベントカレンダー

慣
例
と

な
っ
た
「
ク

リ
ス
マ
ス
・

メ
デ
ィ
テ
ー

シ
ョ
ン
」（
ク

リ
ス
マ
ス
を

思
い
巡
ら
す

の
意
）
が
12

月
21
日
、
布

池
教
会
聖

堂
（
名
古
屋

市
東
区
）
で

開
か
れ
た
。

学
生
や
親
子

づ
れ
な
ど
を

含
め
、
聖
堂

い
っ
ぱ
い
の

参
加
者
た
ち

は
、
こ
の
コ

ン
サ
ー
ト
を

お
お
い
に
楽

し
む
と
共

に
、
ク
リ
ス

マ
ス
を
喜
び

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
吉
田
文
さ

ん
企
画
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス

を
迎
え
る
コ
ン
サ
ー
ト
と
お

話
が
12
月
14
日
、
南
山
教
会

聖
堂
で
行
わ
れ
た
。
今
年
は

ク
リ
ス
マ
ス
よ
り
や
や
早

く
、
待
降
節
（
ア
ド
ベ
ン

ト
・
シ
ー
ズ
ン
）
半
ば
に
行

わ
れ
る
た
め
、「
音
楽
の
ア

ド
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
」
と

題
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま

れ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
表
紙
に

は
ア
ド
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

が
印
刷
さ
れ
て
い
た
。

ブ
ル
ー
ノ
・
ダ
シ
オ
ン
神

父
（
南
山
中
高
校
長
、
神
言

会
）
が
ル
カ
福
音
書
２
章
の

キ
リ
ス
ト
生
誕
の
物
語
を
朗

祝
っ
た
。
主
催
は
布
池
教
会

挙
式
部
（
代
表
・
太
田
実
神

父
）。
出
演
は
布
池
教
会
主

席
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
、
早
川
志

づ
江
さ
ん
と
、
地
域
の
女
声

コ
ー
ラ
ス
「
コ
ー
ル
リ
リ
ア

ス
」
と
「
豊
田
市
少
年
少
女

合
唱
団A

LU
M
N
I

」。
指

揮
と
合
唱
指
導
は
、
永な
が
ひ
ろ

こ
さ
ん
。

最
初
に
、
参
加
者
全
員
で

「
し
ず
け
き
」
を
斉
唱
。
第

１
部
は
オ
ル
ガ
ン
演
奏
で
、

バ
ッ
ハ
作
曲「
い
ざ
来
ま
せ
、

異
邦
人
の
救
い
主
よ
」
な
ど

４
曲
が
披
露
さ
れ
、
御
子
誕

生
の
神
秘
や
出
来
事
が
オ
ル

ガ
ン
の
持
つ
多
彩
さ
で
表
現

さ
れ
た
。

第
２
部
は
コ
ー
ラ
ス
で
、

ビ
ー
ブ
ル
作
曲
の
「A

ve 
M
aria

」
な
ど
４
曲
が
演
奏

さ
れ
、
表
情
豊
か
で
透
明
感

の
あ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
聖
堂

読
す
る
な
か
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
音
楽
が
流
れ
る
。
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
は
ヘ
ン
デ
ル
の

ハ
レ
ル
ヤ
コ
ー
ラ
ス
の
大
合

唱
。続

い
て
平
和
の
君
で
あ
る

み
子
へ
の
祈
り
「
平
和
を
求

め
る
祈
り
」
が
唱
え
ら
れ
、

最
後
は
会
場
の
人
々
も
一
緒

に
な
っ
て
「
も
ろ
び
と
こ
ぞ

り
て
」
や
「
し
ず
け
き
」
な

ど
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
を

オ
ル
ガ
ン
伴
奏
に
よ
っ
て
声

高
ら
か
に
歌
っ
た
。

こ
の
日
の
出
演
は
、
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
が
吉
田
文
さ

ん
、
合
唱
が
南
山
教
会
聖
歌

隊
有
志
と
名
古
屋
グ
レ
ゴ
リ

「
悲
し
み
の
星
条
旗
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
と
対
談

知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

―
「
ト
モ
ダ
チ
作
戦
」
の
被
曝
―

あ
る
日
突
然
、 

　

日
常
と
故ふ

る

郷さ
と

を
失
っ
た
二
人
の
訴
え

原
発
事
故
避
難
者
・
生
の
声

原
発
事
故
避
難
者
・
生
の
声

東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年

経
っ
た
が
、「
ト
モ
ダ
チ
作

戦
」
に
参
加
し
た
原
子
力
空

母
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
の

兵
士
は
福
島
第
一
原
発
事
故

に
よ
る
被
曝
で
、
す
で
に
９

人
が
死
亡
。
今
も
多
く
の
元

兵
士
が
深
刻
な
健
康
被
害
を

訴
え
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
在

住
の
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

で
被
曝
２
世
の
エ
ィ
ミ
・
ツ

ジ
モ
ト
さ
ん
は
こ
の
様
な
状

況
を
朗
読
劇
に
し
た
。
そ

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
し
た
も
の
を

12
月
７
日
、
参
加
者
約
190

人
を
得
て
、
布
池
教
会
地
下

ホ
ー
ル
で
上
映
し
、
続
い
て

松
浦
悟
郎
司
教
と
対
談
を
し

た
。２

０
１
１
年
３
月
12
日
、

原
発
水
素
爆
発
。
翌
朝
、
三

福
島
原
発
事
故
。
私
た
ち

は
こ
の
事
故
の
こ
と
を
、
そ

し
て
、
こ
の
事
故
で
被
害
を

被
っ
た
人
た
ち
の
こ
と
を
ど

れ
ほ
ど
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
？
知
ろ
う
と
し
て
い
た
で

陸
沖
に
停
泊
し
た
艦
船
は
東

電
や
日
本
政
府
か
ら
状
況
を

知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
懸
命
な

救
援
活
動
を
展
開
、
多
く
の

兵
士
が
被
曝
し
た
。

そ
の
後
兵
士
た
ち
は
、
被

曝
が
原
因
と
思
わ
れ
る
、
あ

ら
ゆ
る
が
ん
、
甲
状
腺
疾
患

等
に
苦
し
み
、
職
を
失
い
、

困
窮
の
中
で
満
足
な
治
療
も

受
け
ら
れ
ず
、
将
来
へ
の
不

安
か
ら
子
供
を
持
つ
こ
と
を

諦
め
る
、
家
庭
が
崩
壊
す
る

な
ど
、
か
け
が
え
の
な
い
人

生
を
奪
わ
れ
た
。
彼
ら
400
人

以
上
が
東
京
電
力
と
日
米
の

原
子
力
メ
ー
カ
ー
を
提
訴
し

た
。
裁
判
で
は
被
曝
と
健
康

被
害
の
因
果
関
係
を
証
明
す

る
事
が
難
し
く
、
孤
立
し
て

戦
っ
て
い
る
。
自
分
た
ち
の

た
め
だ
け
で
な
く
、
福
島
の

人
々
の
た
め
、
人
権
を
守
る

た
め
に
。

あ
ろ
う
か
？

２
年
前
よ
り
原
発
の
勉
強

会
を
行
っ
て
い
る
「
次
世
代

を
考
え
る
会
」
は
、
福
島
原

発
事
故
の
真
実
を
少
し
で
も

知
ろ
う
、
そ
し
て
、
今
後
ど

う
す
れ
ば
良
い
か
を
皆
で
考

え
よ
う
と
、
10
月
13
日
、
南

山
教
会
マ
リ
ア
館
ホ
ー
ル

で
、
原
発
事
故
避
難
者
二
人

の
生
の
声
を
聞
く
講
演
会
を

開
い
た
。

講
演
者
は
、
名
古
屋
に
避

難
し
て
来
た
伊
藤
廣
昭
さ
ん

と
岡
本
早
苗
さ
ん
。
い
ず
れ

も
、「
原
発
事
故
損
害
賠
償

訴
訟
愛
知
岐
阜
」
の
原
告
団

共
同
代
表
。
カ
ト
リ
ッ
ク
信

徒
ば
か
り
で
な
く
、
原
発
事

対
談
で
ツ
ジ
モ
ト
さ
ん

は
、
事
故
は
東
電
の
危
機
管

理
へ
の
怠
慢
が
招
い
た
人
災

で
あ
る
と
強
調
し
、
政
府
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
原
子
力

か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
を
求
め
て
い
る
と
締
め

故
に
関
心
の
あ
る
約
70
人
が

二
人
の
切
実
な
訴
え
に
耳
を

傾
け
た
。

伊
藤
さ
ん
は
映
像
を
用
い

て
、
ま
ず
事
故
直
後
、
日
本

の
ど
の
あ
た
り
ま
で
放
射
性

物
質
が
流
れ
た
か
を
地
図
で

示
し
た
。
避
難
指
定
に
な
っ

て
い
な
い
所
か
ら
自
主
避
難

し
た
人
た
ち
に
は
何
の
保
証

も
な
く
と
り
わ
け
困
窮
し
て

い
る
こ
と
や
、
線
量
が
下

が
っ
た
と
か
土
壌
の
除
染
完

了
と
い
わ
れ
て
帰
還
を
促
さ

れ
て
も
、
実
際
に
は
と
て
も

帰
れ
る
状
態
で
は
な
い
こ
と

を
訴
え
た
。

岡
本
さ
ん
は
事
故
当
時
、

４
人
の
子
ど
も
を
抱
え
た
３

か
月
の
妊
婦
で
、
事
故
直
後

避
難
を
し
た
の
だ
が
、
１
年

目
に
精
神
的
に
ボ
ロ
ボ
ロ
に

な
り
う
つ
病
を
発
症
し
、
死

ぬ
こ
と
を
考
え
た
と
い
う
。

ま
た
、
小
児
甲
状
腺
が
ん
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
を
取
り

上
げ
、
そ
の
治
療
法
の
過
酷

さ
も
報
告
し
た
。
最
後
に
、

８
月
の
名
古
屋
地
裁
で
の
国

に
責
任
は
な
い
と
し
た
判
決

に
触
れ
て
、
国
と
東
京
電
力

の
責
任
を
明
ら
か
に
し
た
い

と
、
新
た
に
７
世
帯
が
解
離

し
て
控
訴
を
決
め
た
こ
と
を

伝
え
た
。

講
演
会
参
加
者
の
感
想
の

一
部
を
紹
介
す
る
。

「
原
発
反
対
と
う
た
い
な

が
ら
詳
し
い
こ
と
は
何
も
知

ら
ず
、
生
の
声
を
聞
く
こ
と

が
出
来
て
と
て
も
良
か
っ

た
」「
真
実
が
知
ら
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
で
の
被
曝
者
の

方
々
の
怒
り
が
伝
わ
っ
て
き

た
」「
生
徒
た
ち
に
も
機
会

が
あ
れ
ば
今
日
の
お
話
を
聞

か
せ
た
い
」「
原
発
事
故
の

こ
と
が
遠
く
な
り
つ
つ
あ
る

中
、
ま
だ
現
実
の
こ
と
で
あ

る
こ
と
を
強
く
意
識
し
た
」

オ
聖
歌
を
歌
う
会
、
ハ
ン
ド

ベ
ル
が
名
古
屋
女
子
大
第
４

ゼ
ミ
の
皆
さ
ん
。
会
場
で

募
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金

は
、
ホ
ス
ピ
ス
聖
霊
後
援
会

「
ぶ
ど
う
の
会
」
へ
贈
ら
れ

た
。

に
響
き
渡
っ
た
。

聖
書
朗
読
は
ル
カ
福
音
書

２
章
11
節
イ
エ
ス
誕
生
の
箇

所
。
太
田
神
父
は
説
教
の
中

で
、
毎
年
献
金
を
届
け
て
い

る
「
麦
の
穂
乳
幼
児
ホ
ー
ム

か
が
や
き
」（
岐
阜
県
中
津

川
）
の
こ
と
を
取
り
上
げ

た
。
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
温

か
さ
に
包
ま
れ
て
、
子
ど
も

た
ち
は
元
気
に
育
っ
て
い
る

と
い
う
。
太
田
神
父
は
、
世

界
で
は
寒
さ
に
震
え
な
が
ら

生
ま
れ
て
く
る
子
も
い
る
こ

と
を
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
こ
の

時
期
、
特
に
心
に
留
め
て
ほ

し
い
と
呼
び
か
け
た
。

最
後
に
、
参
加
者
全
員
で

心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、「
も

ろ
び
と
こ
ぞ
り
て
」
を
歌
っ

た
。

福
音
を
朗
読
す
る
ブ
ル
ー
ノ
・
ダ

シ
オ
ン
神
父

伊
藤
さ
ん
（
左
）

岡
本
さ
ん
（
右
）

2020  世界祈祷日のご案内
― ジンバブエからのメッセージ ―

　「起き上がりなさい 
� 　床をかついで歩きなさい」　

日　　時　3月6日（金）9：30～12：30
　　　　　 9：30 受付開始
　　　　　10：00 説明と讃美歌練習
　　　　　10：30 礼拝（6教派で担当）
　　　　　   　     説教　松浦悟郎司教
　　　　　12：30 閉会
会　　場　カトリック布池教会
　　　　　名古屋市東区葵1丁目12-23
主催・担当　信徒使徒職協議会
　　　　　名古屋市東区葵2丁目6-35
　　　　　☎052-933-3435
　　　　　（水曜・土曜午後のみ）

く
く
っ
た
。

惨
状
広
が
る
被
災
地
を
命

が
け
で
助
け
た
若
い
兵
士
た

ち
の
被
曝
を
、
私
た
ち
は
知

ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
事

実
を
知
っ
た
今
、
こ
れ
ら
の

こ
と
に
関
心
を
持
ち
、
自
分

の
こ
と
と
し
て
受
け
留
め
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
次
世
代
を
考
え
る
会　

�

西
谷
恭
子
）

話をする太田神父

朗
読
劇
の
も
と
と
な
っ
た
本

対談するエィミ・ツジモトさん（中央）
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す
べ
て
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
、　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
よ
り
よ
い
未
来
を
ひ
ら
く
た
め

〈
特
集
〉

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
お
迎
え
し
て

２
０
１
９
年
11
月
23
日
か
ら
26
日
ま
で
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
は
日
本
を
司
牧
訪
問
さ
れ

た
。
東
京
ド
ー
ム
教
皇
ミ
サ
の
感
動
と
興
奮
は
今
も
余
韻
が
残
っ
て
い
る
。
ミ
サ
あ
る
い
は

東
京
カ
テ
ド
ラ
ル
で
の
「
青
年
と
の
集
い
」
に
参
加
し
た
方
々
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

だ
っ
た
。

そ
れ
は
他
人
事
で
は

な
く
私
自
身
も
強
く
共

感
し
た
。
今
い
る
世
界

が
モ
ノ
ク
ロ
に
な
っ
て

い
く
感
覚
は
無
関
心
を

生
み
、
そ
れ
が
次
第
に

霊
的
な
貧
困
に
繋
が
っ

て
い
く
こ
と
を
自
覚
し

て
い
た
か
ら
だ
。

主
の
言
葉
に
生
き

る
。こ

れ
が
私
の
心
の
栄

養
そ
の
も
の
で
あ
り
、
源
泉

で
あ
る
。
こ
れ
は
確
か
な
こ

と
だ
。
主
と
向
か
う
時
間
を

大
切
に
、
与
え
ら
れ
た
世
界

に
身
を
置
い
て
い
る
と
い
う

恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
こ
れ

か
ら
も
歩
ん
で
い
き
た
い
と

思
う
。* * * * *

だ
れ
の
た
め
に
生
き
て

い
る
の
か

�

（
永
栄
恵
太　

富
山
教
会
）

昨
年
開
催
さ
れ
た
Ｗ
Ｙ

Ｄ（
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
デ
ー
）

パ
ナ
マ
大
会
で
パ
パ
様
を
初

め
て
間
近
で
お
会
い
し
た
と

き
の
感
動
を
、
今
回
の
訪
日

で
思
い
起
こ
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

パ
パ
様
が
東
京
カ
テ
ド
ラ

ル
で
青
年
た
ち
に
語
り
か
け

た
「
何
の
た
め
に
生
き
て
い

る
の
か
で
は
な
く
、
だ
れ
の

た
め
に
生
き
て
い
る
の
か
。

だ
れ
と
、
人
生
を
共
有
し
て

い
る
の
か
」
と
い
う
言
葉
に

強
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

「
霊
的
な
貧
困
と
の
闘
い
は
、

わ
た
し
た
ち
全
員
に
呼
び
か

け
ら
れ
て
い
る
挑
戦
で
あ

り
、
あ
な
た
が
た
若
者
に
は

特
別
な
役
割
が
あ
り
ま
す
」。

ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
心
の

ゆ
と
り
と
祈
り
の
時
間
を

も
っ
て
、
人
と
の
関
わ
り
、

教
会
と
の
関
係
を
大
切
に
、

自
分
の
役
割
を
果
た
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

名
古
屋
教
区
の
青
年
と
し

て
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の

中
に
一
つ
ひ
と
つ
の
大
切
な

出
会
い
が
あ
り
、
と
も
に
過

ご
し
た
仲
間
と
の
体
験
が
あ

り
、
思
い
出
が
積
み
重
な
っ

て
、
新
し
い
挑
戦
に
踏
み
出

そ
う
と
い
う
勇
気
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

パ
パ
様
の
訪
日
は
自
分
に

と
っ
て
、
今
ま
で
い
た
だ
い

た
愛
、
恵
み
に
気
づ
か
せ
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
、
そ
の
い

た
だ
い
た
贈
り
物
を
少
し
で

も
返
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

* * * * *

一
歩
踏
み
出
そ
う

（
栗
山　

透　

京
都
教
区
）

早
い
も
の
で
、
教
皇
様
が

来
日
さ
れ
て
か
ら
も
う
１
ヵ

月
以
上
が
経
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
今
思
い
返
し
て
み
て

も
、
遠
く
バ
チ
カ
ン
の
地
か

ら
「
あ
な
た
に
話
が
あ
る
」

と
こ
こ
日
本
に
来
ら
れ
た
お

恵
み
に
感
謝
す
る
ば
か
り
で

す
。今

回
の
来
日
の
テ
ー
マ
は

「
す
べ
て
の
い
の
ち
を
守
る

た
め
」
で
し
た
。
来
日
中
、

教
皇
様
は
現
代
社
会
の
諸

問
題
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
、

様
々
な
立
場
や
境
遇
に
あ
る

人
間
一
人
ひ
と
り
か
ら
地
球

上
の
生
物
、地
球
環
境
ま
で
、

す
べ
て
の
被
造
物
が
結
び
つ

い
て
お
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て

を
守
っ
て
い
く
役
割
が
私
た

ち
に
あ
る
こ
と
を
発
信
さ
れ

ま
し
た
。
自
分
本
位
の
主
張

が
横
行
し
、
周
囲
と
常
に
け

ん
制
し
あ
う
中
で
こ
の
結
び

つ
き
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る

社
会
に
お
い
て
、
教
皇
様
は

「
あ
な
た
に
話
が
あ
る
」
と

踏
み
出
す
一
歩
が
ど
れ
ほ
ど

重
要
か
を
伝
え
た
か
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

東
京
カ
テ
ド
ラ
ル
で
の
青

年
の
集
い
の
中
で
教
皇
様
は

「
何
の
た
め
で
は
な
く
、
誰

の
た
め
に
生
き
る
か
、
誰
と

人
生
を
共
有
し
て
い
る
の
か

が
重
要
で
あ
る
」
と
語
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
言
葉
の
通

り
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

誰
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か

を
考
え
て
一
歩
踏
み
出
す
こ

と
が
、「
す
べ
て
の
い
の
ち

を
守
る
た
め
」
に
今
必
要
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

* * * * *

教
皇
ミ
サ
に
感
動

�（
佐
藤
加
代
子　

布
池
教
会
）

東
京
ド
ー
ム
で
行
わ
れ

た
教
皇
ミ
サ
の
申
し
込
み

は
、
各
教
会
に
割
り
当
て
ら

れ
た
コ
ー
ド
を
入
力
す
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
方
法

で
、
抽
選
に
よ
り
参
加
枠
が

限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
ハ
ガ

キ
が
届
く
ま
で
は
な
ん
と
な

く
落
ち
着
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
当
日
は
ミ
サ
開
始
時
間

の
２
時
間
半
前
に
は
会
場
に

着
い
た
の
で
す
が
、
す
で
に

大
勢
の
人
た
ち
が
指
定
さ
れ

た
席
に
座
っ
て
い
て
会
場
は

熱
気
に
溢
れ
、
教
皇
様
の
来

日
記
念
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
グ
ッ

ズ
を
販
売
し
て
い
る
店
は
売

り
切
れ
て
閉
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
15
時
以
降
は
席
を
立
た

な
い
よ
う
に
と
ア
ナ
ウ
ン
ス

が
あ
り
ま
し
た
。

16
時
に
パ
パ
モ
ー
ビ
レ
と

呼
ば
れ
る
オ
ー
プ
ン
カ
ー
に

乗
り
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
様

が
登
場
さ
れ
た
時
は
、
会
場

に
大
き
な
歓
声
が
沸
き
起
こ

り
ま
し
た
。
教
皇
様
が
笑
顔

で
手
を
振
り
、
ア
リ
ー
ナ
席

を
巡
っ
て
私
の
席
の
す
ぐ
近

く
を
通
ら
れ
た
時
は
、
感
激

し
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

ミ
サ
は
5
万
人
が
参
列

し
、
御
言
葉
を
聞
き
聖
歌
を

歌
い
、
教
皇
様
か
ら
説
教
を

頂
き
、
同
じ
信
仰
を
持
つ
大

勢
の
人
々
と
共
に
地
球
上
の

平
和
を
祈
る
と
い
う
、
感
動

に
満
ち
た
ひ
と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
原
稿
を
書
く
に
あ
た

り
、
配
信
さ
れ
た
ミ
サ
の
ラ

イ
ブ
を
鑑
賞
し
、
ま
た
教
皇

説
教
全
文
を
読
み
返
し
、
感

慨
を
新
た
に
し
ま
し

た
。「
日
々
の
選
択
に

お
い
て
、
主
と
同
じ
方

向
に
目
を
向
け
な
さ

い
」「
私
た
ち
は
い
の

ち
の
福
音
を
告
げ
る
た

め
に
招
か
れ
て
い
る
」

「
社
会
の
パ
ン
種
に
な

り
な
さ
い
」
と
語
る
教

皇
様
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

心
に
刻
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

* * * * *

「
青
年
と
の
集
い
」
に

参
加
し
て

（
下
谷
哲
士
・
彩
佳

�

一
宮
教
会
）

青
年
と
の
集
い
に
参
加

し
、
最
初
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

教
皇
と
は
ど
ん
な
人
な
の
か

分
か
ら
ず
、
話
さ
れ
る
内
容

も
難
し
く
堅
実
な
内
容
な
の

か
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
話

の
途
中
で
「
つ
ま
ら
な
い
？

も
う
す
ぐ
終
わ
る
か
ら
」
と

皆
に
問
い
か
け
た
り
、
代
表

者
の
ス
ピ
ー
チ
で
話
し
終

え
た
レ
オ
ナ
ル
ド
さ
ん
に
対

し
て
手
を
握
り
、
太
っ
て
い

る
こ
と
を
か
ら
か
わ
れ
た
と

き
に
、
ど
の
よ
う
に
言
い

返
し
た
ら
よ
い
か
と
い
っ
た

よ
う
な
話
を
さ
れ
て
、
と
て

も
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
方
だ
と

思
っ
た
。

講
話
を
聞
き
、
自
分
の
言

葉
や
行
動
で
誰
の
た
め
に
何

を
で
き
て
い
る
か
見
直
そ
う

と
思
っ
た
。

今
は
ま
だ
仕
事
で
は
上
司

か
ら
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が

多
い
。
い
ず
れ
自
分
も
指
導

す
る
立
場
に
な
る
と
き
に
、

教
皇
が
言
っ
て
い
た
「
他
者

の
た
め
に
時
間
を
割
き
、
耳

を
傾
け
、
共
感
し
、
理
解
す

る
」
と
い
う
気
持
ち
を
持
と

う
と
強
く
思
っ
た
。

東
京
ド
ー
ム
で
は
、
席
が

遠
く
よ
く
見
え
な
か
っ
た

が
、
一
緒
の
空
間
で
ミ
サ
に

与
れ
た
こ
と
は
、
と
て
も
い

い
思
い
出
に
な
っ
た
。

* * * * *

「
青
年
と
の
集
い
」
に

参
加
し
て
学
ん
だ
こ
と

�

（
杉
浦
五
月　

一
宮
教
会
）

11
月
25
日
に
青
年
と
の
集

い
（
関
口
教
会
）
と
教
皇
ミ

サ
（
東
京
ド
ー
ム
）
へ
参
加

し
て
来
ま
し
た
。
４
年
前

の
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
デ
ー

（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）
以
来
、
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
が
参
加
さ

れ
る
場
で
再
び
お
会
い
出
来

る
機
会
が
あ
り
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
と

ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
デ
ー
の
友

人
た
ち
と
の
再
会
も
あ
り
良

か
っ
た
で
す
。

青
年
と
の
集
い
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
松
村
神
父
様
の
分

か
ち
合
い
か
ら
始
ま
り
、
松

浦
司
教
様
の
演
奏
と
歌
で
教

皇
様
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

こ
の
時
、
皆
の
パ
ワ
ー
は
凄

く
、
近
い
空
間
で
教
皇
様
と

時
間
を
共
有
し
て
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

３
人
の
代
表
の
青
年
そ
れ

ぞ
れ
が
現
代
社
会
の
中
の
苦

し
み
や
悩
み
に
つ
い
て
分
か

ち
合
い
、
教
皇
様
が
彼
ら
と

握
手
を
し
て
語
り
か
け
ら

れ
、「
愛
す
る
若
者
の
皆
さ

ん
、
こ
こ
に
集
ま
っ
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
…
」
と
い
う

言
葉
か
ら
お
話
が
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
「
何
の
た

め
に
生
き
て
い
る
の
か
で
は

な
く
、
肝
心
な
事
は
誰
の
た

め
に
生
き
て
い
る
の
か
」
と

言
う
こ
と
で
、「
自
分
一
人

で
は
生
き
て
い
け
な
い
」
と

い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
自
然

と
感
謝
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ

る
気
が
し
ま
し
た
。

教
皇
様
か
ら
教
え
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
す
ぐ
に
行
動

す
る
こ
と
は
、
と
き
に
は
難

し
い
こ
と
も
あ
る
か
な
と
感

じ
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
勇

気
が
湧
い
て
く
る
言
葉
ば
か

り
で
常
に
心
の
中
に
と
ど
め

て
お
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

行
動
す
る
こ
と
、
発
言
す
る

こ
と
、
夢
を
も
つ
こ
と
が

い
か
に
大
事
か
を
考
え
ま
し

た
。
貴
重
な
た
く
さ
ん
の
言

葉
を
聞
け
て
心
か
ら
幸
せ
に

な
っ
た
集
い
で
し
た
。

* * * * *

理
解
し
合
い
、
祝
福
し

合
い
、
交
わ
り
合
っ
て

�

（
金
森
タ
イ　

膳
棚
教
会
）

11
月
25
日
、
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
教
皇
の
ミ
サ
に
参
加
す
る

た
め
に
東
京
ド
ー
ム
へ
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。

３
時
半
と
な
り
、
教
皇
様

が
オ
ー
プ
ン
カ
ー
に
乗
っ
て

入
場
さ
れ
、
入
場
者
５
万
人

の
喜
び
と
感
動
が
一
つ
に

な
っ
た
中
を
、
右
手
を
挙
げ

て
祝
福
を
送
り
続
け
、
ま
た

幼
児
を
キ
ス
の
祝
福
で
満
た

し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
進
ま

れ
、
右
の
エ
リ
ア
、
左
の
エ

リ
ア
を
そ
れ
ぞ
れ
一
周
さ
れ

て
か
ら
祭
壇
へ
と
向
か
わ
れ

ま
し
た
。

定
刻
の
４
時
に
ミ
サ
が
始

ま
り
、
祭
壇
は
は
る
か
彼
方

で
し
た
が
、
両
脇
に
大
型
ス

ク
リ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
て
教

皇
様
の
お
顔
や
所
作
が
大
き

く
映
し
出
さ
れ
、
内
容
も
文

字
で
す
べ
て
流
れ
ま
し
た
の

で
不
自
由
し
ま
せ
ん
で
し

た
。教

皇
様
は
イ
エ
ズ
ス
会
と

い
う
大
変
厳
し
い
修
道
会
で

養
成
を
受
け
、
そ
の
道
を
今

日
ま
で
歩
み
続
け
ら
れ
た
方

な
の
で
、
何
よ
り
も
ミ
サ
を

大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

本
当
に
忍
耐
強
い
方
だ
と
い

う
こ
と
を
、
ミ
サ
を
捧
げ
る

お
顔
か
ら
拝
察
い
た
し
ま
し

た
。
お
説
教
で
最
も
心
に

残
っ
た
の
は「
理
解
し
合
い
、

祝
福
し
合
い
、
交
わ
り
合
っ

て
…
」
と
い
う
お
言
葉
で
、

中
で
も
“
祝
福
し
合
う
”
と

い
う
言
葉
が
胸
深
く
響
き
ま

し
た
。
こ
の
言
葉
を
私
か
ら

皆
様
へ
の
お
土
産
に
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

* * * * *

逢
い
た
く
て

�

～
教
皇
来
日
～

�

（
兵
頭
李
己　

膳
棚
教
会
）

あ
な
た
は
イ
エ
ス
様
に
お

逢
い
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。ド

ー
ム
で
は
、
ど
よ
め
き

の
後
ま
も
な
く
歓
喜
が
湧
き

上
が
り
、
あ
の
人
が
姿

を
現
し
た
の
だ
と
す
ぐ

に
わ
か
り
ま
し
た
。
５

万
人
も
の
観
衆
が
一
斉

に
引
き
寄
せ
ら
れ
、
ア

リ
ー
ナ
席
に
い
る
わ
た

し
か
ら
そ
の
姿
を
覗
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
る
で
大
波
で

し
た
。

わ
た
し
の
席
は
祭
壇

に
ほ
ど
近
い
ア
リ
ー
ナ

主
と
同
じ
方
向
に
目
を

向
け
た
い

�

（
西
野
智
世　

富
山
教
会
）

東
京
ド
ー
ム
の
ラ
イ
ブ
動

画
を
改
め
て
観
た
。

心
が
震
え
る
感
動
や
喜

び
、
会
場
の
一
体
感
が
蘇
っ

た
。
教
皇
様
を
お
迎
え
す
る

気
持
ち
は
一
つ
と
な
り
、
ま

さ
に
空
間
が
聖
化
さ
れ
た
よ

う
な
感
覚
だ
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
た
。
今
回
来
日
し
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
私
た
ち

を
勇
気
付
け
て
く
だ
さ
り
、

あ
ら
ゆ
る
視
点
か
ら
課
題
も

い
た
だ
い
た
。

説
教
の
中
で
、「
主
と
同

じ
方
向
に
目
を
向
け
る
た
め

の
余
地
を
作
り
な
さ
い
」
と

い
う
お
言
葉
が
今
の
私
に
問

い
か
け
ら
れ
た
。
余
地
が
失

わ
れ
て
い
く
と
豊
か
さ
を
感

じ
な
く
な
り
、
感
情
の
感
性

を
失
い
、
他
者
と
の
人
生
を

喜
べ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
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す
べ
て
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
、　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
よ
り
よ
い
未
来
を
ひ
ら
く
た
め

席
の
真
ん
中
あ
た
り
で
、

ド
ー
ム
を
埋
め
尽
く
す
ス
タ

ン
ド
席
の
観
衆
が
、
ご
ま
粒

サ
イ
ズ
に
見
え
る
ほ
ど
大

波
の
中
心
付
近
に
い
ま
し

た
。
い
や
が
う
え
に
も
胸
が

高
鳴
り
ま
す
。
す
ぐ
に
お
目

に
か
か
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
大
型
ス

ク
リ
ー
ン
に
幾
度
と
な
く
映

し
出
さ
れ
る
パ
パ
モ
ー
ビ
ル

に
乗
っ
た
姿
を
目
の
当
た
り

に
で
き
た
の
は
一
瞬
で
、
小

指
の
爪
よ
り
小
さ
な
光
で
し

た
。
体
調
不
良
で
咳
き
込
ん

で
い
た
わ
た
し
が
最
後
ま
で

合
唱
で
き
た
こ
と
は
、
小
さ

な
奇
跡
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
38

年
ぶ
り
の
来
日
に
と
も
な
っ

て
起
き
る
奇
跡
が
、
楽
し
み

で
な
り
ま
せ
ん
。

* * * * *

パ
パ
様
に

�

感
謝
を
込
め
て

�

（
大
橋
左
季　

膳
棚
教
会
）

名
古
屋
教
区
で
は
、
青

年
た
ち
で
活
動
し
て
い
る

「A
-Gifters

」
と
い
う
バ
ン

ド
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

６
年
ほ
ど
前
か
ら
、
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
サ
や
新

年
の
集
い
な
ど
で
た
び
た
び

演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
私

も
キ
ー
ボ
ー
ド
の
担
当
で

使
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
。
暮
林
神
父
様
か
ら
電

話
が
か
か
っ
て
き
た
の
は
、

パ
パ
様
が
日
本
に
来
ら
れ
る

１
ヶ
月
前
で
し
た
。

た
い
へ
ん
急
な
こ
と
で
、

教
皇
訪
日
の
若
者
と
の
集
い

イ
ベ
ン
ト
で
「A

-Gifters

」

が
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の
演
奏
を

頼
ま
れ
た
の
で
す
。
パ
パ
様

に
演
奏
の
奉
仕
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
い
う
、
今
後
二
度

と
な
い
お
恵
み
で
す
。

他
の
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー

も
、
日
々
の
仕
事
や
勉
強
が

あ
る
中
で
の
、
練
習
と
バ
ン

ド
合
わ
せ
の
日
々
で
し
た

が
、
充
実
し
た
１
ヵ
月
間
と

な
り
ま
し
た
。

当
日
は
松
浦
司
教
様
も
共

に
ベ
ー
ス
を
弾
か
れ
ま
し

た
。今

回
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

「Protejam
os toda la 

vida

―
す
べ
て
の
命
を
守

る
た
め
―
」
を
、
教
皇
様
の

前
で
演
奏
さ
せ
て
頂
く
こ
と

で
、
神
様
と
教
皇
様
に
、
社

会
的
に
弱
い
人
た
ち
の
た
め

に
も
祈
り
、
そ
の
人
た
ち
の

命
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
決
心
が
で
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

音
響
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
の
指

示
等
で
動
く
た
め
、
パ
パ
様

の
お
話
を
集
中
し
て
聞
く
こ

と
は
難
し
く
、
後
にY

ou 
tube

で
動
画
を
見
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
た
く
さ
ん
の
愛
と
ユ
ー
モ

ア
を
持
つ
パ
パ
様
を
見
て
、

感
動
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

私
は
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス

デ
ー
の
時
も
お
見
か
け
し
ま

し
た
が
、
今
回
は
距
離
が
近

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
と
て

つ
も
な
く
高
貴
な
も
の
を
見

た
と
い
う
か
、
こ
れ
が
神
様

に
会
う
と
い
う
こ
と
な
ん
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
神
聖
で

輝
か
し
く
、
ま
た
畏
れ
恐
れ

多
く
、
そ
の
場
が
照
ら
さ
れ

て
、
ま
る
で
清
め
て
く
だ
さ

る
よ
う
な
、
た
く
さ
ん
の
思

い
を
抱
き
な
が
ら
、
パ
パ
様

の
退
堂
ま
で
お
見
送
り
し
ま

し
た
。

私
も
、
常
日
頃
は
難
し
い

で
す
が
、弱
い
立
場
の
人
々
、

孤
独
や
愛
に
飢
え
て
い
る
人

た
ち
に
、
喜
び
や
希
望
を
与

え
ら
れ
る
人
で
あ
り
た
い
な

と
思
い
ま
す
。

い
た
だ
い
た
お
恵
み
を
、

周
り
の
人
々
の
た
め
に
惜
し

み
な
く
返
し
て
い
け
る
人
間

で
あ
る
こ
と
を
願
い
、
道
の

り
は
長
い
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
、

生
か
さ
れ
て
そ
し
て
生
き
て

い
く
こ
と
を
決
心
で
き
た
パ

パ
様
と
の
恵
み
深
い
出
会
い

に
た
だ
た
だ
感
謝
で
す
。

* * * * *

教
皇
様
の
ミ
サ
で
心
に

残
っ
た
こ
と

�

（
藤
山
麻
子　

膳
棚
教
会
）

私
は
現
在
カ
ト
リ
ッ

ク
要
理
を
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
11

月
25
日
、
東
京
ド
ー
ム

の
教
皇
様
の
ミ
サ
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

教
皇
様
は
親
し
み
と
慈

愛
に
満
ち
た
お
姿
で
、

感
激
し
て
思
わ
ず
か
け

よ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
教

皇
様
は
説
教
の
中
で
、
利
己

的
な
幸
せ
を
追
求
す
る
の
で

は
な
く
、
分
か
ち
合
い
、
祝

福
し
合
い
、交
わ
り
な
さ
い
、

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

利
己
主
義
は
私
た
ち
を
不

幸
に
し
て
し
ま
う
か
ら
で

す
。ま

た
、
ど
の
よ
う
な
人
で

も
受
け
入
れ
な
さ
い
、
と
も

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
人
を
判
断
す

る
唯
一
の
基
準
は
、
神
様
が

す
べ
て
の
人
々
に
示
し
て
お

ら
れ
る
慈
し
み
だ
か
ら
で

す
。
私
は
日
常
生
活
の
中
で

選
択
を
誤
っ
た
り
、
気
が
つ

い
た
ら
い
つ
も
利
己
的
な
考

え
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
そ
ん
な
時

は
、
教
皇
様
の
こ
の
説
教
を

思
い
だ
そ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ミ
サ
で
感
じ
た
こ
と
は

こ
れ
か
ら
ず
っ
と
私
の
心
の

大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
く

で
し
ょ
う
。
と
て
も
貴
重
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
ま
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
要

理
の
勉
強
を
が
ん
ば
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
膳
棚
教
会
所
属
信

者
の
感
想
文
は
膳
棚
教
会
広

報
誌
「
と
も
に
」
か
ら
抜
粋

掲
載
。

信
徒
使
徒
職
協
議
会
が
主

催
す
る
松
浦
司
教
北
陸
講

演
会
「
信
徒
、
こ
の
眠
れ

る
巨
人
」
が
昨
年
の
11
月

10
日
、
金
沢
教

会
で
開
催
さ
れ

た
。
秋
晴
れ
に

恵
ま
れ
、
60
人

ほ
ど
の
信
徒
を

前
に
、「
信
徒

の
使
徒
職
」
に

つ
い
て
語
ら
れ

た
。「信

徒
の
使

徒
職
」
と
し
て

大
切
な
こ
と
は

「
①
こ
の
世
の

日
常
生
活
の
中

で
発
揮
さ
れ
る

こ
と　

②
司
祭

ら
と
協
力
し
て

種
々
の
教
会
活

動
を
通
し
て
福

音
宣
教
す
る
こ

と　

③
教
会
の

中
で
職
務
に
任

命
さ
れ
て
働
く
こ
と
。
神
の

国
は
、
世
俗
で
生
き
る
信
徒

を
通
し
て
実
現
さ
れ
る
の
で

あ
り
、
信
徒
こ
そ
教
会
と
世

界
と
の
懸
け
橋
で
あ
り
、
世

界
に
対
す
る
教
会
の
現
存
そ

の
も
の
」
と
、
松
浦
司
教
は

熱
く
語
り
掛
け
ら
れ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
後
半
の
分
か

ち
合
い
で
は
、
信
徒
が
社
会

で
使
徒
職
を
果
た
し
て
い
く

た
め
に
教
会
は
何
が
で
き
る

か
、
何
が
足
ら
な
い
か
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
か
ら
話
し

合
っ
た
。

金
沢
教
会
で
は
そ
の
日
、

午
前
中
に
堅
信
式
が
あ
り
、

午
後
に
は
こ
の
講
演
会
、
そ

の
後
に
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
司
祭

の
集
ま
り
を
行
う
な
ど
、
忙

し
い
中
で
す
べ
て
滞
り
な
く

行
わ
れ
、
感
謝
の
一
日
と

な
っ
た
。

〈
信
徒
　
こ
の
眠
れ
る
巨
人
〉

松
浦
悟
郎
司
教
講
演
会
in
北
陸　

写
真
は
堅
信
式
の
も
の

平和をつなぐ　松浦悟郎司教　講演会

松浦司教の話を聞いて、本当の平和をつくるために わたしたち一人ひと
りにできることは何かを、一緒に考えてみませんか？
日　時　2月15日（土）14：00～16：00（受付13：30）
場　所　岩倉市生涯学習センター研修室1, 2
　　　　愛知県岩倉市本町神明西20番地　サクランド岩倉2階
交　通　�名鉄犬山線「岩倉」駅下車改札口から直結徒歩2分
入　場　無料
主　催　濃尾ピース９の会
問合せ　☎080-1566-3794　入口
駐車場　�サクランド岩倉北側立体駐車場117台（共用）

2020年名古屋教区殉教者祭のお知らせ
①『栄国寺』
日　時　2月1日（土）　10：30～
　　　　ロザリオの祈り　名古屋教区殉教者顕彰ミサ
司　式　野村純一名誉司教
会　場　栄国寺境内キリシタン顕彰碑前
　　　　名古屋市中区橘1-21-38
交　通　地下鉄名城線「東別院」駅下車
　　　　4番出口北へ3分「下茶屋公園」交差点を西へ4分
ご注意　栄国寺には駐車場がありません。
　　　　公共交通機関をご利用ください。
連　絡　・ロザリオをご持参ください。
　　　　・�司祭、助祭の方は「赤」のストラをご持参ください。
　　　　・�式場へは顕彰碑の南側広場（道路沿い）からお入りください。
　　　　・�顕彰碑、墓石が建立されている区画には、入らないようにお

願いします。

②『カトリック金沢教会』福者ユスト高山右近殉教者記念ミサ
日　時　2月1日（土）　14：00～
司　式　松浦悟郎司教
会　場　カトリック金沢教会　金沢市広坂1-1-54
交　通　JR金沢駅から市バスで「香林坊」バス停下車 徒歩5分
連　絡　司祭、助祭の方は「赤」のストラをご持参ください。
問合せ　①②の問い合わせは名古屋教区宣教司牧評議会事務局
　　　　☎052-936-8366　Fax 052-935-2254

性虐待被害者のための 
祈りと償いの日

　名古屋教区では「祈りと償いの日」の集いを
行います。それぞれの小教区におかれましても
心を合わせてお祈りください。
日　時　3月8日（日）9：30～
場　所　カトリック平針教会
　　　　日進市赤池町西組116
詳　細　松浦悟郎司教主司式による主日のミサ
　　　　�ミサ後、性虐待被害の現状についての

報告
主　催　�名古屋教区セクシャル・ハラスメント 

対応委員会

東日本大震災・福島原発事故
犠牲者追悼・復興祈願の日

日　時　3月11日（水）13：00～16：00
場　所　カトリック布池教会大聖堂
　　　　名古屋市東区葵一丁目12-23
プログラム
　　　　13：00　講習会（栗村佳子さん）
　　　　14：30　祈りの集い
問合せ・連絡先
　　　　福信館気付　3.11実行委員会事務局
　　　　社会福音化推進部
　　　　☎052-935-7180　Fax 052-935-7195
主　催　カトリック名古屋教区
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す
べ
て
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
、　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
よ
り
よ
い
未
来
を
ひ
ら
く
た
め

あわれみへの招き　 
愛する心、仕える手

� 著：マザーテレサ　　訳：原田　葉子
� 定価2,700円（本体）＋税

　本書『あわれみへの
招き』は、マザーテレ
サの簡潔であり深い言
葉とともに、愛と教え
と、それを日々どう実
践していたか、具体的
な例を紹介しています。
そして間近で接した人
びとからの未発表の証
言と祈りや実践のため
の勧めも納められてい
ます。

新刊書のご案内   �
　2019年11月23日から26日にかけての教皇フランシスコの日本司牧訪問中
に行われた10の公式スピーチに加え、原発についての発言が大きな反響を
呼んだ帰途への機中での記者会見、サンピエトロ広場での一般謁見におけ
る振り返りを収録。また豊かな表情が魅力的な
教皇の各行事での写真をカラー16ページ分差し
込みしています。

教皇フランシスコ
「すべてのいのちを守るため」
教皇フランシスコ訪日講話集
編集　�カトリック中央協議会出版部
定価　本体1,100円＋税10％

　毎年発刊しています司教協議会イヤーブックの最新
版。今回は教皇訪日を取り上げ，巻頭にカラー写真を中
心とした特集を組んでいます。
主な収録内容　日本カトリック司教協議会、16司教区、
資料統計など。

日本カトリック 
司教協議会
イヤーブック2020

編集　�カトリック中央協議会�
出版部

定価　�本体1,300円＋税8％

教皇への献金　締切り迫る
　日本カトリック司教協議会は、昨年来日されたフランシスコ教皇様への献金をお願いしております。皆さまから
の献金はすべて来日テーマである「すべてのいのちを守るため　～ PROTECT ALL LIFE ～」を具現化する活動
のために、教皇にお使い頂くためのものです。皆さまのご協力を宜しくお願い申し上げます。
　振込先、振込口座は下記の通り。なお本献金は寄付金控除を受けることができません。
振込期限　1月31日まで

三菱 UFJ 銀行
金融機関名　三菱UFJ 銀行（銀行コード：０００５）
支店名　門前仲町支店（店番：３３８）
口座番号　（普通）００７６６３６
口座名（漢字）カトリック中央協議会　教皇への献金
口座名（カナ）‌�カトリックチュウオウキョウギカイ  

キョウコウヘノケンキン

ゆうちょ銀行
金融機関名　ゆうちょ銀行
口座番号記号　００１００－９－６７３９６２
口座名（漢字）カトリック中央協議会教皇への献金
口座名（カナ）‌�カトリックチュウオウキョウギカイ  

キョウコウヘノケンキン
（他行からの振込の場合）
支店名　〇一九（ゼロイチキュウ）店（店番：０１９）
口座番号　（当座）０６７３９６２

今
年
で
33
回
目
を
迎
え
た

光
ヶ
丘
女
子
高
等
学
校
の
ク

リ
ス
マ
ス
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
２

０
１
９
「
時
空
を
こ
え
た
新

し
い
愛
の
風
」
が
、
昨
年
の

12
月
14
日
・
15
日
、
岡
崎
市

民
会
館
で
開
か
れ
、
300
人
を

超
え
る
生
徒
が
ク
リ
ス
マ
ス

降
誕
劇
を
演
じ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
２
幕
構
成

で
、
第
1
幕
は
旧
約
聖
書
か

ら
、神
に
よ
る
天
地
の
創
造
、

ア
ダ
ム
と
エ
バ
の
誕
生
。
し

か
し
「
善
悪
の
知
識
の
実
」

を
食
べ
た
た
め
エ
デ
ン
の
園

を
追
放
さ
れ
る
。
二
人
の
間

に
カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
の
男
の

子
を
授
か
っ
た
が
…
。
人
口

が
増
え
て
悪
が
は
び
こ
る
世

の
中
を
ご
覧
に
な
っ
た
神

は
、
災
い
と
し
て
洪
水
を
起

こ
す
こ
と
に
し
て
ノ
ア
に
箱

舟
を
作
ら
せ
る
。

第
2
部
は
ニ
ネ
ベ
と
い
う

町
の
預
言
者
ヨ
ナ
の
話
。
彼

は
ニ
ネ
ベ
の
人
々
に
改
心
す

る
よ
う
呼
び
か
け
る
言
葉
を

神
か
ら
預
か
る
。

時
が
た
ち
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
片
田
舎
ナ
ザ
レ
に
住
む
マ

リ
ア
の
も
と
へ
、
神
は
大
天

使
ガ
ブ
リ
エ
ル
を
遣
わ
し
、

光
ヶ
丘
女
子
高
等
学
校
の�

ク
リ
ス
マ
ス
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
２
０
１
９

　
涙
を
さ
そ
う
降
誕
劇

「
時
空
を
こ
え
た
新
し
い
愛
の
風
」

技
術
、
表
現
、
構
成
、
衣

装
、
音
楽
の
総
合
得
点
を
競

う
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
。
予
選
を

勝
ち
抜
き
全
国
か
ら
選
抜
さ

れ
た
高
校
ダ
ン
ス
部
の
強
豪

30
校
が
参
加
し
て
、
日
本
一

を
競
い
合
う
「
第
１
回
日
本

高
校
ダ
ン
ス
部
選
手
権
公
式

選
抜
大
会
」
が
２
０
１
９
年

11
月
４
日
、
横
浜
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
さ
れ
た
。

「
ル
ー
ジ
ュ
＝
見
え
な
い

魅
力
を
あ
ら
わ
す
色
」
を

テ
ー
マ
に
、
愛
知
か
ら
出
場

し
た
光
ヶ
丘
女
子
高
等
学
校

は
、
女
性
ら
し
く
、
力
強
く

踊
る
姿
が
評
価
さ
れ
全
国
一

位
の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い

た
。

第
１
回
高
校
ダ
ン
ス
部�

�
グ
ラ
ン
プ
リ
決
定
戦
で

�

光
ヶ
丘
女
子
高
等
学
校（
愛
知
）

に
栄
冠
! !

「
神
か
ら
恵
み
を
い
た
だ
い

た
男
の
子
が
生
ま
れ
る
」
と

告
げ
る
。
戸
惑
う
マ
リ
ア
に

寄
り
添
う
婚
約
者
の
ヨ
ゼ

フ
。
生
ま
れ
て
く
る
男
の
子

は
神
の
子
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
だ
っ
た
。

華
や
か
な
ダ
ン
ス
、
合
唱

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
吹
奏
楽
団

の
演
奏
は
す
ば
ら
し
く
劇
を

盛
り
上
げ
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ

は
全
員
で
「
さ
や
か
に
星
は

き
ら
め
き
」
を
歌
い
、
降
誕

劇
の
余
韻
と
生
徒
300
人
の
熱

演
に
、
目
に
涙
を
浮
か
べ
る

観
客
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

南
山
高
・
中
学
校
女
子
部

聖
歌
隊
コ
ン
サ
ー
ト
が
12
月

24
日
、
金
山
南
ビ
ル
１
階
の

イ
ン
タ
ー
コ
モ
ン
（
名
古
屋

市
中
区
）
で
開
か
れ
た
。
会

場
に
は
学
校
の
Ｏ
Ｇ
や
父
兄

ら
約
150
人
が
生
徒
た
ち
の
歌

声
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

お
そ
ろ
い
の
聖
歌
隊
の
衣

装
を
身
に
ま
と
っ
て
入
場

し
、
最
初
に
ト
ー
ン
チ
ャ
イ

ム
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
続
い

て
聖
歌
隊
担
当
教
諭
が
「
こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
で
生
徒
が

歌
う
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
を
、

ゆ
っ
く
り
と
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
」
と
挨
拶
し
た
。

「W
e w

ish you a 
M
erry Christm

as

」「
ひ

い
ら
ぎ
か
ざ
ろ
う
」「
ジ
ン

グ
ル
ベ
ル
」
な
ど
お
な
じ
み

の
曲
全
12
曲
を
歌
い
、
生
徒

た
ち
の
清
ら
か
な
歌
声
が

ホ
ー
ル
一
杯
に
響
き
わ
た
っ

た
。

南
山
高
・
中
学
校
女
子
部
聖
歌
隊
の 

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
９

問い合わせ、ご注文は
カトリック中央協議会・出版部　〒135-8585　東京都江東区潮見2-10-10　☎03-5632-4429／ Fax 03-5632-4456

東日本大震災・福島原発事故、災害支援金の報告

★�発災時よりカリタス福祉委員会へ振込された支援金のご報告
　・‌�2011.3. 17（発災後募金開始）から　2019.12. 31までの合計　31,257,718円
☆2019年12月　振込された支援金
　　2件　44,672円　（振込手数料引き去り後の金額）
　　振込ご協力いただいた小教区　　金沢教会　川名山聖霊修道院

★�名古屋教区の支援金は大阪教会管区震災復興支援プロジェクト、福島での原発
被災支援活動されている団体を中心に支援しています。引き続き皆様のご支援、
ご協力をお願い致します。

　・‌�毎月の支援状況は名古屋教区報で報告。
　・‌�‌各ベースの震災支援状況は仙台教区サポートセンター活動日記のHPに掲載。
　　http://caritasjapan.jugem.jp

支援金振込先
口座番号：００８２０－５－１３７４５６
　　名義：カトリック名古屋教区カリタス福祉委員会
※‌�「東日本大震災・災害支援金」と募金の意向を記入願
います

ご連絡・問合せ先
名古屋教区カリタス福祉委員会
　　電話　052-852-1426　　FAX　052-852-1422

「青年のための聖書の学び」　 2 月16日（日）
テーマ：イエスの喜び（マルコ 3 章31～35節）

対　象　青年男女（18～32歳）
時　間　14：00～19：50（高校生16：30まで）
　　　　�13：30玄関を開けます　14：00～聖書「学び」
　　　　�15：00～「個人の祈り」　15：30～御言葉で感じた事の 

分かち合い　16：00～16：30おやつ
　　　　�16：30～17：30分かち合い　共同体と共に祈りと食事をする
　　　　（17：45～ご聖体顕示、晩の祈り、夕食）　食費：自由献金
　　　　19：45～ 糾明サルヴェ・レジナ　終了
ＦＢ　　「青年のための聖書の学び」
ＨＰ　　http://www.concepcionistas.jp/
基本的に毎月第3日曜日が「聖書の学び」の日です。
連絡先　☎052-782-5850　名古屋市千種区園山町1-56
　　　　聖マリアの無原罪教育宣教修道会
担当者　シスター碇（いかり）政子
　　　　シスターヨハンナ（金　聖直）
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�
（
祭
）＝
祭
日
、（
祝
）＝
祝
日
、（
記
）＝
記
念
日

2
月
の
教
会
暦

２
日
㈰	
主
の
奉
献
（
祝
）

３
日
㈪	

福
者
ユ
ス
ト
高
山
右
近
殉
教
者

（
記
）

５
日
㈬	

日
本
26
聖
人
殉
教
者
（
祝
）

６
日
㈭	

聖
ア
ガ
タ
お
と
め
殉
教
者（
記
）

９
日
㈰	

年
間
第
５
主
日

10
日
㈪	

聖
ス
コ
ラ
ス
チ
カ
お
と
め（
記
）

11
日
㈫
㈷
世
界
病
者
の
日
（
ル
ル
ド
の
聖

母
＝
任
意
の
記
念
日
）

14
日
㈮	

聖
チ
リ
ロ
隠
世
修
道
者　

聖
メ

ト
ジ
オ
司
教
（
記
）

16
日
㈰	

年
間
第
6
主
日

22
日
㈯	

聖
ペ
ト
ロ
の
使
徒
座
（
祝
）

23
日
㈰
㈷
年
間
第
７
主
日

26
日
㈬	

灰
の
水
曜
日
（
大
斎
・
小
斎
）　

四
旬
節
愛
の
献
金
（
四
旬
節
の

期
間
中
）

3
月
の
主
な
教
会
暦（
主
日・祭
日
な
ど
）

１
日
㈰	

四
旬
節
第
１
主
日

８
日
㈰	

四
旬
節
第
２
主
日

13
日
㈮	

性
虐
待
被
害
者
の
た
め
の
祈
り

と
償
い
の
日

15
日
㈰	

四
旬
節
第
３
主
日

19
日
㈭	

聖
ヨ
セ
フ
（
祭
）

22
日
㈰	

四
旬
節
第
４
主
日

25
日
㈬	

神
の
お
告
げ
（
祭
）

29
日
㈰	

四
旬
節
第
５
主
日

教
区
行
事
予
定

2
月

１
日
㈯	

殉
教
者
祭
（
栄
国
寺
）
／
殉
教

者
祭
（
金
沢
）
＊

２
日
㈰	

聖
心
教
会
堅
信
式
＊
／
宣
教
司

牧
評
議
会
＊

５
日
㈬	

カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員
会

８
日
㈯	

信
徒
協
役
員
会
／
殉
教
者
委
員

　
（
＊
＝
松
浦
司
教
）

会
定
例
会

９
日
㈰	

刈
谷
教
会
堅
信
式
＊
／
教
区
中

高
生
会

11
日
㈫
㈷
典
礼
委
員
会
研
修
会
／
樹
の
会

13
日
㈭	

教
区
顧
問
会
＊
／
月
集
＊

15
日
㈯	

共
助
連
絡
会
研
修
会
／
レ
ジ
オ

名
古
屋
ク
リ
ア

16
日
㈰	

南
山
教
会
堅
信
式
＊
／
愛
岐
Ｂ

会
議
／
青
年
委
員
会

18
日
㈫	

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

22
日
㈯	

濃
尾
Ｂ
会
議

23
日
㈰
㈷
春
日
井
教
会
堅
信
式
＊

27
日
㈭	
司
祭
評
議
会
＊

29
日
㈯	
典
礼
委
員
会

3
月

１
日
㈰	

教
会
学
校
教
師
会

６
日
㈮	

世
界
祈
祷
日

７
日
㈯	

信
徒
協
幹
事
会

８
日
㈰	

三
河
Ｂ
会
議
／
中
高
生
会
／
教

区
「
性
虐
待
被
害
者
の
た
め
の

祈
り
と
償
い
の
集
い
」

10
日
㈫	

樹
の
会
／
難
民
移
住
移
動
者
委

員
会

11
日
㈬	

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
追
悼
・

復
興
祈
願
行
事
＊

13
日
㈮	

正
義
と
平
和
委
員
会
定
例
会

14
日
㈯	

神
言
会
叙
階
式
＊

15
日
㈰	

城
北
Ｂ
会
議
／
青
年
委
員
会

17
日
㈫	

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

19
日
㈭	

月
集
＊
／
ブ
ラ
ジ
ル
司
牧
者
の

集
い
＊

20
日
㈮
㈷
司
祭
・
修
道
者
金
銀
祝
の
祝

い
＊

21
日
㈯	

名
古
屋
教
区
司
教
座
聖
堂
献
堂

記
念
日
／
レ
ジ
オ
名
古
屋
ク
リ
ア

21
日
㈯
～
22
日
㈰　

青
年
委
員
会
「
Ｗ
Ｙ

Ｄ
in
名
古
屋
」＊

22
日
㈰	

教
区
中
高
生
会

26
日
㈭	

教
区
顧
問
会
＊

27
日
㈮	

ベ
ト
ナ
ム
司
牧
者
の
集
い
＊

28
日
㈯	

教
区
法
人
評
議
会
＊

28
日
㈯
～
29
日
㈰　

教
区
障
害
者
の
黙
想

会
・
総
会

30
日
㈪
～
４
月
１
日
㈬　

教
区
中
高
生
会

「
春
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」＊

教
区
行
事
以
外
の
松
浦
司
教
予
定

2
月

５
日
㈬	

日
本
難
民
移
住
移
動
者
委
員
会

６
日
㈭	

常
任
司
教
委
員
会
、
子
ど
も
と

女
性
の
権
利
擁
護
の
た
め
の
デ

ス
ク

17
日
㈪
～
21
日
㈮　

司
教
総
会

3
月

12
日
㈭	

常
任
司
教
委
員
会
、
社
会
司
教

委
員
会

13
日
㈮	

日
本
難
民
移
住
移
動
者
委
員
会

23
日
㈪	

日
本
難
民
移
住
移
動
者
委
員

会
、
子
ど
も
と
女
性
の
権
利
擁

護
の
た
め
の
デ
ス
ク

24
日
㈫	

南
山
学
園
評
議
員
会

福
信
館
便
り 

☎
０
５
２（
935
）
７
１
８
０

◇
2
月
の
炊
き
出
し　

木
６
日
東
山
、

13
日
布
池
、
20
日
聖
霊
・
南
山
、
27
日
城

北
橋　

金
７
日
喜
望
の
会
、
14
日
一
宮
、

21
日
布
池
、
28
日
長
浦

▼
名
古
屋
教
区
行
事
予
定
表
の
訂
正

　

年
末
に
配
布
し
ま
し
た
行
事
予
定
表
に

訂
正
が
あ
り
ま
す
の
で
報
告
し
ま
す
。

正　

５
月
10
日
㈰　

一
粒
会
委
員
総
会

誤　
５
月
17
日
㈰　

一
粒
会
委
員
総
会

　

教
区
Ｈ
Ｐ
に
教
区
行
事
予
定
表
を
掲

載
。
変
更
な
ど
随
時
更
新
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

（
名
古
屋
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
）

福 信 館 福 信 館 

ゴ
ー
ル

達成率
約73.6％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

609件 29,460,990円
（12月末）目標額 40,000,000円

協力協力

建
設
費
の
返
済
に

　
を

建
設
費
の
返
済
に

　
を

第51回　名古屋教区典礼研修会
Populo Congregato Part 5

みことばの宴（「言葉の典礼」における信徒の奉仕職）
日　時　2月11日（火・祝）9：30～16：30
場　所　カトリック南山教会　名古屋市昭和区南山町1
　　　　マリア館ホール
講　師　�石井祥裕さん（日本カトリック典礼委員会、 

上智大学講師（典礼学）、「聖書と典礼」編集長）
参加費　500円
申込み　申込用紙に必要事項を記入の上、Fax にて申込み
　　　　Fax 052-836-2253　　申込締切　1月25日
主　催　名古屋教区典礼委員会
問合せ　典礼委員会　深堀政秀

新作映画の紹介   �

テレンス・マリック監督作品「名もなき生涯」
A HIDDEN LIFE

ストーリー
　第二次世界大戦時代、ヒトラーへの忠誠を拒絶し、ナチス
に加担するより自らの信仰に殉じたオーストリア農夫とその
妻の実話です。キリストと家族への愛だけでナチスに立ち向
かった夫婦がいたという。名古屋では2月21日（金）より伏見ミ
リオン座でロードショー。
名古屋聖パウロ書院
〒461-0004　愛知県名古屋市東区葵1-13-2
http://pauline.or.jp

第15回ホスピス聖霊講演会のご案内
日　時　 2月22日（土）13：30～15：00（開場13：00～）
会　場　聖霊病院2階聖霊ホール
テーマ　「生と死に対する日本人の経験知」
講　師　�カール・ベッカーさん（京都大学医学部 政策のため

の科学ユニット 特任教授）
対　象　一般、定員160名（定員になり次第締切）
　　　　�入場無料ですがホスピス聖霊のためにご寄付をお願

い致します。
申　込　往復はがき 又はＥメールで連絡下さい。
締　切　2月14日（金）必着
申込み及び問合せ先
　　　　〒466-8633　名古屋市昭和区川名山町56
　　　　聖霊病院　カトリック社会事業室
　　　　ホスピス聖霊講演会係
　　　　☎052-832-1181（内線3316）
　　　　Ｅメール katosha@seirei-hospital.org

光ヶ丘女子高等学校吹奏楽部
第43回定期演奏会

日　時　3月24日（火）17：15開場　18：00開演
場　所　名古屋国際会議場センチュリーホール
　　　　名古屋市熱田区熱田西町1-1
交　通　名鉄、JR東海道本線、JR中央線「金山」駅乗換。
　　　　地下鉄名城線「西高蔵」駅下車2番出口徒歩5分
入場券　指定席 1,000円、自由席 500円
　　　　�入場券の販売方法は後日ホームページ等でお知ら

せします。
曲　目　○クラシックステージ　○ポップステージ
問合せ　☎0564-51-5651
　　　　光ヶ丘女子高等学校　日野、鶴田、谷本

「教区障害者の四旬節黙想会」の案内
テ ー マ　「信仰を守ること、つなぐこと」
　　　　　―美濃尾張キリシタン殉教者を通して―
指導司祭　浅井太郎神父（岡崎教会主任司祭）
と　　き　3月28日（土）～29日（日）
　　　　　時間とプログラムは後日発表します。
会　　場　南山学園研修センター

カルメル修道会 土曜静修 in 名古屋
―カルメル会士とともに過ごす聖母の土曜日―
日　時　2月1日。以降未定。
　　　　★月により週が異なるのでご注意下さい。
　　　　いずれも土曜日。13：00～17：00
　　　　講話・黙想・ミサ・教会の祈りなど。
場　所　カルメル修道会 日比野（本部）修道院
　　　　（カトリック日比野教会）
交　通　地下鉄名港線「日比野」駅下車徒歩約8分
その他　参加の事前連絡は不要。直接お越し下さい。
　　　　当日は千円程度のご寄付をお願いします。
　　　　ゆるしの秘跡にあずかることができます。
問合せ　男子跣足カルメル修道会　一日静修係
　　　　FAX 052-681-6445　E-mail hibino@carmel.or.jp

《 ロザリオの祈り 》
　修道院のチャペルでシスターたちと一緒に「ロザリオ
の祈り」をしましょう！どなたでも自由に参加できます。
日　時　2月9日（日）14：00～（約40分程です）
場　所　聖パウロ女子修道会（聖パウロ書院2F）
　　　　〒461-0004　名古屋市東区葵1-13-2
　　　　☎052-936-4443

第14回『あとから来る者のために』
原発勉強会

　どなたでも、気軽にご参加ください。
　一緒に原発について考えましょう。
日　時　2月8日（土）13：30～15：00
場　所　カトリック布池教会信徒会館3F
　　　　名古屋市東区葵1丁目12-23
参加費　200円　　主　催　次世代を考える会
問合せ　三本木國喜　☎0561-83-5360

主にささげる24時間～聖体礼拝
　主税町記念聖堂では月に2回、聖体礼拝が行われて
います。開始時と終了時にミサが行われます。どうぞ
ご参列ください。
日　時　毎月第2・第4木曜日 木曜日19：00～金曜日19：00
場　所　主税町記念聖堂　名古屋市東区主税町3-33
主　催　カトリック名古屋教区
問合せ　名古屋教区本部事務局　☎052-935-2223
責任者　平田政信神父　携帯電話090-1623-1170


